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【Don’t Bank On the Bombの取り組み】 

    個人会員分会 福田章典（反核医師の会） 

昨年9月に開催された、「反核医師のつどいin神戸」

に参加し、Don’t Bank On the Bomb（核兵器にお金

を貸すな、以下DBOB）の取り組みについて学んだ。 

核戦争防止国際 NGO「ICAN（核兵器廃絶国際キャン

ペーン）」とオランダの NGO「PAX」は、世界の核兵器

に係る企業とそれに投資している企業について調査、

公表し、DBOBの取り組みを展開している。核兵器関連

企業には核兵器自体だけでなく、ミサイル等の核兵器

を搭載する兵器も含まれ、中国、ロシアも含め世界中

の企業を対象としている。 

 この取り組みは、核兵器関連企業から資金を遠ざけ

ることを目的としており、金融機関に対しては、核兵

器関連企業へ投資することを reputation risk＝社会

的評価を落とすことに結び付けて投資を減らそうと

している。この取り組みにより、核兵器関連企業へ投

資しない投資家が5年間で3倍になり、アイルランド

やニューヨーク市の年金基金等、核兵器関連企業への

投資をしない方針を取るようになる団体が増える等

の成果を上げたという。 

 日本の大手金融企業も調査対象となっており、みず

ほフィナンシャルグループ、三菱UFJフィナンシャル

グループ、SMBCグループ、オリックス株式会社、日本

政策投資銀行、三井住友信託銀行、芙蓉総合リースの

7 社が、核兵器関連企業に投資していると指摘されて

いる。みずほ、三菱、SMBCは 1兆円を超える投資とさ

れる。おそらく、氷山の一角であろう。 

 近畿各府県の反核医師の会の集まりである近畿反

核医師懇談会でも、DBOBキャンペーンに取り組んでお

り、上記7社を含む、大手銀行、大手損保会社、大手

生命保険会社、計26社に公開質問状を送り、9社から

回答を得ている。意外なことに、核兵器に対する投資

を行わないという投資ポリシーを、ほとんどの会社が

持っている。それにもかかわらず、ICAN、PAX の調査

で核兵器関連企業へ投資しているとされているのは、

核兵器製造部門あるいは核兵器そのものへの投資は

行わないとしながら、その企業には投資しているため

と考えられる。核兵器製造企業に投資していると指摘

されていることについては、7 社とも把握していると

回答したが、それが事実かどうかは、個別の取引につ

いては答えられない等の理由で回答を避けた。 

 また、核戦争防止滋賀県医師の会は、2020年、滋賀

銀行に核兵器関連企業への投資ポリシーに関して懇

談を申し入れたが、前向きの回答はなく、懇談は実現

しなかった。 

しかし、例えば、三菱UＦＪ銀行は、2017年、クラ

スター弾については製造企業への投資をしないとポ

リシーを変更した。核兵器に関しても企業自体への投

資を止めるように変えられる可能性はある。 

 一方で、日本で、企業の社会的な問題点を理由に、

その企業を使わないという選択をする市民がどれだ

けいるか、疑問を感じる。例えば、アマゾンは、配送

センターで劣悪な労働条件で働かせ、製造業者、宅配

労働者に過酷な条件を押し付け、莫大な利益を上げて

いる。欧米では悪徳企業との見方も多いが、日本では

どうだろうか。そもそも事実が知らされていないこと

もあるが、知ったとしてもどれだけの市民が、アマゾ

ンを使わないという選択をするだろうか。（ちなみに、

私は一切使わない。）核兵器への投資を理由に、銀行

や保険会社を変える選択をする人がどれだけいるだ

ろうか。 

 ただし、欧米向けのポーズの面もあるかもしれない

が、前述のように、各企業は投資ポリシーを持ってお

り、reputation risk を気にしているようである。反

核医師の会のつどいでは、各自が利用している金融機

関のホームページから、核兵器関連企業に投資してい

るか尋ねてみるだけでも効果があると紹介されてい

た。私の利用する関西みらい銀行のホームページには、

メールでの問い合わせ先はなく、結局、本店の相談窓

口に電話してみたが、投資ポリシーについて明確な答

えは得られなかった。こんなことを気にする利用者が

          日本科学者会議（JSA）滋賀支部 

      NEWS  LETTER 
 

2023年 2月8日発行 第88号 

事務局長 小島 彬 

 TEL/FAX 077-589-3724 

Email：akrkojima@ybb.ne.jp 



日本の科学者 Vol.58 No.3 付録 

2 
 

いることは伝わったかと思う。 

核兵器禁止条約署名・批准国は着実に広がりを見せ

ているが、核兵器廃絶は遅々として進んでいないよう

に見える。その中で、この運動のように個々人ででき

る運動があるということは、励みになり希望になるの

ではないかと考える。 

 

【随想】研究余話（続） 

個人会員分会 小島 彬 

第 85 号で私達の研究成果は大別すると 2 つあるこ

とを述べました。その1つは強誘電体の典型であるチ

タン酸バリウムの結晶系をX線のプリセッション写真

法で求め、１相では 1 構造という既成概念を覆し、1

相で2つの構造が結晶的に整合性を保ち存在すること

を世界で初めて見出したことです。このことを記した

論文を私が世界的に著名な Charles Kittel さんに送

ったら、直ぐに「確信が持てる」とのお墨付きをもら

ったことを明らかにし、彼のベストセラーの世界的な

教科書「固体物理学入門」の出版社が、彼の意志を汲

んで関係する部分を修正し今年の遅い時期に改訂版

を出す見込みであることも述べました。 

チタン酸バリウムなどのセラミックスの強誘電体

は電子機器に欠かせませんが、なぜ温度を下げて構造

変化する際に分極するのかは、1940年代以降数多の研

究者が構造研究や相転移研究を行い取り組んできま

したが、まだ解明されていないと言えます。    

ところで固体の構造研究には波長の長さが固体の原

子間隔と同程度でエネルギー的に弱く、物質への外乱

が少ないX線回折が適しています。固体にX線という

電磁波を照射すると物質から発するX線がフーリエ変

換され、長さの逆数の次元の逆空間に Laue 斑点が多

数生じるため、感光写真やカウンターでこれを検出す

ることができます。結晶のユニットセルには複数の原

子が存在するので、3 次元的に多くのユニットセルが

並べば、いくつかの原子が乗る面を数えると無数に存

在します。1つの面に対して逆空間に 1つの Laue斑点

が存在する関係にあるため、Laue斑点は 3次元の逆空

間に無数に存在します。この逆空間の Laue 斑点の位

置を歳差運動して無歪で捉えることができるカメラ

を M.J. Buerger が開発しました。これがプリセッショ

ン写真法です。この方法は結晶を直交する 3 軸方向に

回転してそれぞれプリセッション写真を撮り、これを

回折の原理を用いて実空間に戻し結晶の構造を定め

ます。しかしこの作業は長年の経験と膨大な測定や解

析のための時間を要します。これに対してX線回折装

置は、逆空間の Laue 斑点のうちで Bragg の法則を満

たす数点をカウンターで検出し、結晶系に特有なピー

ク角度は決まっているので、合致するのを探して知り

たい結晶の結晶系を簡便に同定するものです。 

チタン酸バリウムは Matthius と von Hippel が随分

前にプリセッション写真を撮り異常を見つけました

が解明できませんでした。今回、共同研究者の Y さん

は結晶的に整合した正方晶と単斜晶のハイブリッド

構造であることを解明して論文を出し、更に 1 相だけ

でなく、高温から低温まで４つの全相についてチタン

酸バリウムが主軸を持ちながら結晶系を変えている

ことを初めて見出し、全体を統一的に把握しました。  

その 2 番目の論文を Kittel さんに送ったら、返信で

マサツセッツ州のケンブリッジで Matthius や von 

Hippel 達の討議の場にいたことを思い出したと述べ

ました。彼は「固体物理学入門」には Cavendish 研究

所の Megaw の求めた正方晶の結晶系を載せ、それが

以後の研究者の脳裏に染み付いてしまいました。しか

し上記の経験があり内心不安だったでしょう。だから

彼は私への次の電子メールで、できれば改訂したいと

述べていましたが 2019年に 102歳で亡くなりました。 

Kittel の「固体物理学入門」や「熱物理学」は可能

な限り逆空間の概念で書かれていて秀逸で、固体物理

学、とりわけ金属や半導体の学習には逆空間の理解が

必要です。その逆空間の理解には X 線回折の系統的な

学習が必要です。しかし今や多くの大学で講義できる

人材がおらず、結晶構造解析を開講していません。電

子工学で出てくる半導体のバンドモデルは正に逆空

間での表現ですが、学生が結晶構造解析を習ってない

ため教員は絵解きで説明せざるをえず、深い理解がで

きていないと思われます。そのような好ましくない状

況を打開するため、今後理学部や工学部全体を対象に、

休み期間中に X 線構造解析に精通した外部講師を招

いて 3 日間の集中講義を行い、学生、院生だけでなく

教員も受講することが必要だと思います。（続く） 


